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はまの保健だより

　２月は「全国生活習慣病予防月間」です。今回は生活習慣病の中で、３大死因に入っている「循
環器疾患」についてお伝えします。
　２月は「全国生活習慣病予防月間」です。今回は生活習慣病の中で、３大死因に入っている「循
環器疾患」についてお伝えします。

　
高
血
圧
や
虚
血
性
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
な
ど
全
身
の
血
管

に
関
す
る
病
気
を
循
環
器
疾
患

と
言
い
ま
す
。
循
環
器
疾
患
を

発
病
す
る
と
、
治
療
や
後
遺
症

（
麻
痺
な
ど
）
に
よ
り
、
日
常
生

活
に
大
き
な
負
担
や
影
響
が
出

た
り
、
寝
た
き
り
の
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
循
環
器
疾
患
の
原
因
に
は
、

食
事
や
運
動
、
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
、

飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
が
深
く

関
与
し
て
い
ま
す
。

　　
宮
城
県
の
死
因
を
見
る
と
、

第
１
位
は
が
ん
（
28
．
４
％
）
で
、

次
い
で
２
〜
３
位
に
循
環
器
疾

患
で
あ
る
心
疾
患
（
15
．
６
％
）

と
脳
血
管
疾
患
（
９
．
９
％
）

が
入
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
心
疾
患
標
準
化
死
亡
比
（
図

２
）
を
見
る
と
、
七
ヶ
浜
町
の

男
性
は
県
内
で
９
番
目
、
女
性

は
県
内
で
２
番
目
に
心
疾
患
で

亡
く
な
る
人
が
多
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　　　　
循
環
器
疾
患
を
予
防
す
る
に

は
、
そ
の
原
因
と
な
る
高
血
圧
・

高
脂
血
症
・
糖
尿
病
な
ど
の
疾

病
予
防
や
喫
煙
・
多
量
飲
酒
な

ど
の
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
し
か
し
、
循

環
器
疾
患
を
含
む
生
活
習
慣
病

不健康な生活習慣

不適切な食生活／運動不足／
ストレス過剰／喫煙／
過度の飲酒　など

重症化・合併症

虚血性心疾患（心筋梗塞・狭心症）脳
血管疾患（脳出血・脳梗塞）
糖尿病の合併症（失明・人工透析）
など

生活機能の低下
要介護状態

半身麻痺
日常生活における支障
認知症　など

不健康な生活習慣が体に与える影響

き
ょ
け
つ
せ
い
し
ん
し
っ
か
ん病気になる手前

（予備群）

肥満／高血糖／高血
圧／脂質異常　など
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生活習慣病

メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）としての
肥満症／糖尿病／高血圧症
／脂質異常症　など



お問い合わせは、健康増進課保健指導係まで　☎357-7448

は
、
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状

が
な
く
、
異
常
が
生
じ
て
い
た

り
、
す
で
に
病
気
を
発
症
し
て

い
て
も
、
自
分
で

は
気
付
き
に
く
い

た
め
、
毎
年
の
健

診
で
早
期
発
見
す

る
こ
と
が
大
事
で

す
。

　　
自
分
で
体
調
を
確
認
す
る
方

法
の
一
つ
に
家
庭
血
圧
測
定
が

あ
り
ま
す
。
町
の
健
診
や
病
院

で
「
血
圧
を
測
定
す
る
と
高
く

な
る
」
と
思
う
方
も
、
毎
日
の

家
庭
血
圧
測
定
で
普
段
の
血
圧

値
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
体
の
変
化
に
も
早
く
気

付
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
高

血
圧
は
脳
卒
中
の
最
大
の
危
険

因
子
で
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
（
沈

黙
の
殺
人
者
）
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
放
っ
て
お
く
と
血
管
が
傷

付
き
、
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
普
段
の
血

圧
を
知
る
こ
と
は
大
事

な
セ
ル
フ
ケ
ア
に
な
り

ま
す
。

　
七
ヶ
浜
町
の
家
庭
血

圧
測
定
を
習
慣
化
し
て

い
る
人
の
割
合
を
特
定

保
健
指
導
対
象
者
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
血
圧

計
を
も
っ
て
い
る
人
の

割
合
は
75
．
０
％
と
高
め
で
し

た
が
、
自
宅
で
血
圧
測
定
を
し

て
い
る
人
の
割
合
は
14
．
７
％

と
低
い
割
合
で
し
た
。
自
宅
に

血
圧
計
が
あ
っ
て
も
、
測
定
す

る
の
は
つ
い
後
回
し
に
な
っ
て

し
ま
う
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

ぜ
ひ
、
毎
日
の
家
庭
血
圧
測
定

を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。
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お問い合わせは、健康増
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　『一無、ニ少、三多』も心掛けてみ
ませんか？

無煙・禁煙…喫煙は万病のもと

小食…食事は腹七～八分目にする。
少酒…お酒はほどほどに飲む。

多動…体を適度に動かす。
多休…休養をしっかりとる。
多接…家庭・職場・地域・趣味の仲
間などの多様なつながりをもつ。

※標準化死亡比ＥＢＳＭＲとは
　通常の死亡率で比較すると、年齢構成に差があるため、高齢者の多い地域では死亡率が高
くなり、若者が多い地域は低くなる傾向があります。ＥＢＳＭＲは、年齢構成が異なっても、
死亡状況を比較できる指標です。図２は全国を１００として、相対値で表したものです。１
００より大きい場合は、全国平均と比べて高いことを示します。

　日頃の生活習慣を見直し、健康寿
命を延ばすことは、あなたらしくイ
キイキと元気に長生きできることに
繋がります。

平成 29年

75.0％

14.7％

項目

血圧計をもって
いる人の割合

自宅で血圧測定し
ている人の割合

平成 28年

74.9％

13.3％
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安全で安心なまちの実現を目指して（３）安全で安心なまちの実現を目指して（３）

七ヶ浜町地域防災計画 個別支援方針の策定七ヶ浜町地域防災計画 個別支援方針の策定

　「安全で安心なまちの実現を目指して」シリーズ３回目は、平成 30 年 12 月号より引き続き、
町地域防災計画 個別支援方針の基本方針と七ヶ浜町における避難行動要支援者名簿への登録
状況についてご説明いたします。

　「安全で安心なまちの実現を目指して」シリーズ３回目は、平成 30 年 12 月号より引き続き、
町地域防災計画 個別支援方針の基本方針と七ヶ浜町における避難行動要支援者名簿への登録
状況についてご説明いたします。

　個別支援方針は、要支援者に対し特別の権利や行政サービスを提供することを目的としたもの
ではありません。 同様に避難協力者は、要支援者を確実に避難させ、人命や身の安全確保を行う義
務があることを定めたものではありません。 平常時の要支援者に対する見守り活動や生活状況の
把握は、地域住民の善意やボランティアによって実践されている行動であり、共に助け支えあう
「共助」によって成り立っています。要支援者への取り組みは、地域町民の「支援と協力」によって成
り立っていることを十分に理解する必要があります。 
　住民や避難協力者になりうる方が発災初期に最優先すべき行動は、「自身の身の安全を確保す
る」ことです。特に発災初期は、避難行動に対する時間の制約
があるため、避難協力者ができる行動は非常に限定的であ
り、安全が確認できるまでは、一旦避難した場所から安否確
認のために地域に戻ってはいけません。 自分の身の安全を確
保した次に何ができるのかを十分に考え、避難行動を取りな
がら、ご近所にお住まいの要支援者を含む支援が必要と思わ
れる方への声掛けなど、次の行動に移ってください。

[ 基本方針２]支援と協力の限界を十分に認識し、自分の身の安全の確保を最優先します
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お問い合わせは、地域福祉課まで　☎357-7449

　避難支援等関係者は、行政区長、自主防災会長、民生委員・児童委員、
消防分団長、七ヶ浜消防署、七ヶ浜町社会福祉協議会となり、避難行動
要支援者名簿を所持する方々になります。
　平成30年12月12日に避難支援等関係者研修会を開催し、行政区長
や自主防災会長、民生委員・児童委員等を対象に、防災アドバイザーで
ある東北学院大学 教養学部 宮城教授より地域防災計画 個別支援方針
を踏まえながら、防災・減災などについてお話をいただきました。また、
町より避難行動要支援者名簿における個人情報の取扱いについて、説
明を行いました。

「避難支援等関係者研修会を開催しました」

宮城 豊彦防災アドバイザー

東北学院大学 教授

災害時の支援活動は、自分自身の安全確保が前提

　「基本方針２」は、全ての町民にとっての安全・安心を実現するための留
意点を決めたものです。
　各地の防災を担う人が、災害が発生した際に、その責任感故に危険にさ
らされてしまうことがあってはなりません。私の教え子も、ある市の消防
職員として避難を呼びかけていた際に避難し遅れて亡くなりました。災害
時の支援活動は、自分自身の安全確保が前提にあることをキッチリと理解
し合うことが大前提です。支援する側もされる側も、普段から「イザという
時にどうすれば命が守れるのか」を考えておくことこそが大事ですよね。

地区名

湊　浜

松ヶ浜

菖蒲田浜

花渕浜

吉田浜

代ヶ崎浜

東宮浜

要　害

御　林

境　山

遠　山

亦楽・火力

汐見台

汐見台南

笹　山

合　計

対象者数
(H30.4.1)

人　数

95

253

162

123

160

103

129

105

19

235

435

69

490

174

40

(Ａ)2,592

登録者数
(H30.4.1)

人　数

29

59

58

42

63

30

32

25

8

73

124

17

102

44

13

(Ｂ)  719

対象者数
(H30.10.1)

人　数

46

131

85

78

98

74

77

58

10

136

247

34

196

77

20

1,367

対象者数
(H30.11.30)

人　数

44

129

84

76

96

74

75

58

10

134

244

34

191

75

20

(Ｃ)1,344

登録者数
(H30.11.30)

人　数

42

122

79

72

95

68

70

58

10

132

239

33

177

72

20

(Ｄ)1,289

登録者数比較
（新・旧比較）

人　数

+13

+63

+21

+30

+32

+38

+38

+33

+2

+59

+115

+16

+75

+28

+7

(Ｄ-Ｂ) +570

* 旧制度 *新制度

避難行動要支援者地区別集計表（平成30年11月30日現在）

＊旧制度とは…「手上げ方式」となり、個人情報の提供に同意した方のみ名簿へ登録されます。
＊新制度とは…「逆手上げ方式」とされ、対象となる方をすべて自動登録し、個人情報の提供に不同意とされた方を名簿か

ら除くものとなります。

新制度登録率（Ｄ/Ｃ）
95.9％

旧制度比
+68.2％

旧制度登録率（Ｂ/Ａ）
27.7％

シリーズ　安全で安心なまちの実現を目指して(３)
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人口減少問題が上下水道に影響を及ぼす？

収入が減ると・・・

人口減少問題から水需要、そして料金収入の減少へ

　最近人口減少問題の話題をよく耳にしますよね。上下水道と人口減少って全然関係ないよう
に思う人も多いと思います。しかし、実はこの問題こそが上下水道の将来に大きな影響を及ぼ
すのです！

　皆さんから納めていただいた上下水道料金は、水道料金が公
営企業会計へ、下水道使用料が特別会計へ収納されています。
そして、収納された上下水道料金は施設の更新や維持管理など
の費用に充てられます。しかし、収入が減ると施設の更新や維
持管理が難しくなり、安定した水の供給や適切な汚水処理が出
来なくなる可能性があります。

　七ヶ浜町では年々人口減少が見込まれています。人口減少が進めば
水需要も少なくなります。最近では節水型社会への移行もあり、一昔
前のような水需要が見込めません。つまり、水需要が減ると料金収入
が減ることになります。

上下水道の今上下水道の今

シリーズ

　先月は上下水道の施設紹介などのお話をさせていただきましたが、今月は上下水道の現状
と課題についてお話したいと思います。
　安定した上下水道の運営には施設の更新が欠かせません。しかし、施設の更新には費用が
かかります。将来の料金収入ってどうなるの？将来の施設更新は大丈夫なの？そんな上下水
道の現状と課題についてご紹介します。

水
道
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
Ｄ
ｒ
．
す
い
ど
ー
」

下
水
道
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ス
イ
ス
イ
」



7 ●広報しちがはま 31. 2. 1

お問い合わせは、水道事業所まで　上水道係☎357-7456 下水道係☎357-7457

施設の維持管理ができなくなるとどうなるの？
　わたしたち人間は年を重ねれば身体も若いころと比べて衰えてきます。怪我をすれば手当もし
ますよね。水道管と下水道管も同じで、年数が経過すれば老朽化が進みますし、予期せぬ破損も
あります。
　これは道路が陥没した写真です。

もしかして七ヶ浜町だけなの？

　暗い話題ばかりですが、七ヶ浜町だけでこのような問題が起きているわけではありません。実
は宮城県を飛び越えて、全国各地でこのような問題を抱えております。
　わたしたちは毎日蛇口をひねって水が出てくることや、汚水を流すことを当たり前のように行
い生活しています。しかし、将来当たり前のことが当たり前にできなくなる環境になるかもしれ
ないのです。わたしたちの快適な生活を支えている上下水道は、今このような課題に直面してい
るのです。

個人宅内でも老朽化が進んでいるかも

　みなさんのご自宅の水道管・下水道管も年数が経過すると老朽化していきます。町内では築
30年以上の個人宅内での漏水が発生しています。
　また、2月は水道管や蛇口が凍って水が出なくなったり、破損したりする事故が多くなります。
特に、気温がマイナス 4 度以下の日は危険です。夜間や外出などの際は水抜栓で水を抜くなど
の対応をお願します。
　もし、個人宅内の水道管が破損した場合、管の修理代や多額の上下水道料金がお客様負担で発
生することになります。ご自宅の水抜栓の場所が不明な方は水道事業所にご相談ください。

　なぜこのようなことが起きたと思いますか？それは道路の下に埋設された水道管や下水道管が
このように破損していたからです。

　もし、写真のような状況が発生すると、水道が使用できなくなったり、トイレが流せなくなっ
たりするなど、わたしたちの生活へ悪影響が及んでしまいます。

汐見台南地内　上水道管漏水 東宮浜小田地内　下水道管破損汐見台南地内　上水道管漏水

松ヶ浜謡線　道路陥没

東宮浜小田地内　下水道管破損

シリーズ　上下水道の今



町
内
小
学
校
で
仲
道
郁
代
さ

ん
の
音
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催

　

12
月
12
日
か
ら
14
日
、
町
内
小
学
校

の
６
年
生
を
対
象
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
仲

道
郁
代
さ
ん
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
で
７
回
目
に
な
り

ま
す
●
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
は
、
仲
道
さ
ん

が
音
を
出
さ
ず
に
ピ
ア
ノ
を
弾
く
「
エ
ア

ピ
ア
ノ
」
で
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
音
を

想
像
し
た
か
を
聞
き
取
っ
た
り
、「
エ
オ

リ
ア
ン
ハ
ー
プ
」
と
い
う
曲
を
演
奏
し

て
、
そ
の
曲
を「
色
」で
表
す
と
何
色
か
考

え
、
同
じ
感
じ
方
を
し
た
同
士
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
う
な
ど
、
同
じ
曲

を
聴
い
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
方
や
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
違
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た

●
最
後
は
ク
ラ
ス
全
員
が
ピ
ア
ノ
の
周

り
に
集
ま
り
に
シ
ョ
パ
ン
の
「
ポ
ロ
ネ
ー

ズ
」
の
演
奏
を
聴
き
ま
し
た
。子
ど
も
た

ち
は
仲
道
さ
ん
の
迫
力
あ
る
演
奏
、
素
晴

ら
し
い
音
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

海
苔
の
加
工
施
設
見
学
／

汐
見
小
学
校
５
年
生

　12
月
12
日
、
13
日
、
19
日
に
汐
見
小

学
校
５
年
生
が
花
渕
浜
に
あ
る
海
苔

の
加
工
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。こ
れ

は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
町
の
特
産
で
あ
る

海
苔
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
●
汐
見
小
学
校
５
年

生
の
児
童
た
ち
は
、
最
初
に
、
海
苔
が

洗
浄
さ
れ
て
い
る
作
業
を
見
学
し
ま

し
た
。
児
童
た
ち
は
、
宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
七
ヶ
浜
支
所
運
営
委
員
長
の

寺
沢
春
彦
さ
ん
が
話
す
海
苔
の
製
造

工
程
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、メ
モ
を
取

っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、児
童
た
ち
は
、

製
造
さ
れ
た
ば
か
り
の
海
苔
を
試
食

し
、笑
顔
で
地
元
の
特
産
品
の
味
に
舌

鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
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気
持
ち
新
た
に
始
動
／

消
防
団
出
初
式

　１
月
２
日
、
町
消
防
団
に
よ
る
「
出

初
式
」
が
役
場
庁
舎
前
駐
車
場
で
挙
行

さ
れ
、
消
防
団
長
を
始
め
と
す
る
各
分

団
の
団
員
と
女
性
団
員
、
消
防
職
員
あ

わ
せ
て
約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
●
式
で
は
、
寺
澤
町
長
が
「
氏
家
団

長
の
も
と
一
致
団
結
し
、
防
火
防
災
活

動
に
尽
力
し
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。続
い
て
、
氏
家
消
防
団
長
が「
い
つ

ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
火
災

や
災
害
に
備
え
、
有
事
即
応
の
態
勢
が

と
れ
る
よ
う
常
に
万
全
を
期
す
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
●
団

員
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
住
民
の
安
全
安

心
を
守
る
た
め
気
持
ち
を
新
た
に
今

年
も
精
力
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

国
体
レ
ス
リ
ン
グ
で
、
渡
邊

耕
太
君
が
５
位
入
賞
！

　12
月
28
日
、
10
月
に
福
井
県
で
開
催

さ
れ
た
、
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
少
年
男
子

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
に
、
七
ヶ
浜
町
出
身

の
渡
邊
耕
太
君
が
出
場
し
、
そ
の
報
告

の
た
め
、
町
長
を
訪
問
し
ま
し
た
●
渡

邊
君
は
向
洋
中
学
校
を
卒
業
後
、
レ
ス

リ
ン
グ
の
強
豪
校
で
あ
る
岩
手
県
の

種
市
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。高
校
生

活
で
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
練
習
に
励

み
、
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
今
年
の
岩
手

大
会
と
東
北
大
会
を
制
し
、
念
願
の
国

体
に
出
場
。
準
々
決
勝
へ
と
勝
ち
進

み
、
見
事
５
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た

●
寺
澤
町
長
は
「
今
後
も
精
進
し
、

益
々
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

激
励
を
述
べ
、
渡
邊
君
は
「
新
た
な
目

標
に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
意
気

込
ん
で
い
ま
し
た
。

租
税
教
室
を
開
催
／

汐
見
小
学
校
６
年
生

　12
月
19
日
、汐
見
小
学
校
の
６
年
生

を
対
象
に
、町
税
務
課
の
職
員
が
講
師

に
な
っ
て
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
教
室
は
、
税
金
の
使
い
道
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
●
当
日
は
、

税
金
の
使
い
道
と
し
て
、小
学
校
で
使

わ
れ
て
い
る
備
品
や
教
材
等
に
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
話
を
聞
い
た
り
、

「
も
し
も
税
金
が
無
く
な
っ
た
ら
自
分

た
ち
の
暮
ら
し
は
ど
う
な
る
の
か
？
」

と
い
う
ア
ニ
メ
を
観
た
り
と
、児
童
た

ち
は
租
税
教
室
を
通
じ
て
、税
金
の
必

要
性
を
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
す
。ま

た
、実
物
同
様
の
重
さ
の
１
億
円
の
サ

ン
プ
ル
が
用
意
さ
れ
、そ
の
重
さ
に
び

っ
く
り
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
／
亦
楽
小
学
校
６
年
生

　12
月
18
日
、
亦
楽
小
学
校
６
年
生

の
児
童
を
対
象
に
町
主
催
に
よ
る
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
座
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
助
け
合
う
こ
と

で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
し
た
●
児
童
は
、
認
知
症
の
症

状
や
接
し
方
に
つ
い
て
、
手
を
挙
げ

る
な
ど
積
極
的
な
姿
勢
で
学
ん
で
い

ま
し
た
。
受
講
後
、「
認
知
症
の
人
は
、

周
り
の
人
の
支
え
や
環
境
で
、
気
が

楽
に
な
り
安
心
す
る
の
だ
と
分
か
っ

た
。
出
来
な
い
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
温
か
い

気
持
ち
で
い
つ
も
通
り
に
接
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。
」
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。
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「鱈（たら）」

お問い合わせは、健康増進課保健指導係まで　☎357－7448

　冬を代表する旬の魚と言えば「鱈（たら）」。魚偏に雪の漢字は、雪の降る寒い
時期に多く獲れ、身も雪のように白いことが由来していると言われています。
鱈の特徴
　鱈は、北半球の寒流域や北日本沿岸に分布している海水魚で、日本では主に「マ
ダラ・スケトウダラ・コマイ」の３種類が水揚げされ、その多くは料理・練り物な
どの加工品として食べられています。褐色の斑模様が特徴の、非常に食欲旺盛な魚
で１ｍほどに大きく成長しますが、その身質は柔らかく淡泊で旨味があります。
鱈の歴史
　鱈の歴史は古く、江戸時代には「新鱈」と呼ばれる腹を切らずに塩蔵された鱈
が武家の間で珍重され、年越しのお祝い事に欠かせない食材だったようです。
　地域により鱈を使った郷土料理は様々ありますが、柔らかで淡泊な味わい
の鱈はどんな料理にも合います。
・芋棒（京都府）：干した鱈（棒鱈）と海老芋を炊き合わせた京料理
・どんがら汁(山形県)：鱈のあらや白子、野菜を塩や味噌で味付けした鍋料理
・バカラオ（ポルトガル）：塩漬け鱈を干物にし、塩抜きして料理に使う
・フィッシュ＆チップス(イギリス)：鱈とポテトのフライの盛り合わせ
　このほかにも色々な料理に使われ、日本だけでなく世界的にも人気の高い
魚です。
鱈を使ったレシピ…＜鱈のみぞれ煮＞

向

材料　４人分

・生鱈　　…４切れ
・酒　　　…大さじ２
・片栗粉①…適量
・揚げ油　…適量
・大根　　…３００ｇ
・万能ねぎ…1/2束 
・片栗粉②…小さじ１
＊調味料
・砂糖・酒…各大さじ１
・みりん　…大さじ１　　
・しょう油…大さじ２
・顆粒だし…小さじ１

作り方
①　鱈に酒を振り、薄く片栗粉①をまぶす。大
根は皮をむき、すりおろす。ねぎは小口切り
にする。

②　フライパンに多めの油を入れ、①の鱈を揚げ
焼きし、火が通ったら一度皿に取り出す。

③　フライパンをふき取り、大根おろし・調味
料を加え火をとおし、片栗粉②で薄くとろみ
をつける。（大根の水分量で調味料を調整する）
④　③に揚げ焼きした鱈を入れて軽く煮絡める。
⑤　④を皿に盛り付け、万能ねぎをちらす。

たら）
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平成30年分所得の所得税・町県民税の申告がはじまります

　国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険
料は、社会保険料控除になり、固定資産税や軽自動車税
は、事業用の経費（租税公課）になる場合があります。口
座振替納付の方は、所得申告の際に、次の要領で所得
控除や事業用所得の経費として算入する分の支払額
を確認してください。
　原則として、その年に支払った税金等が、所得控除や
経費に算入できる場合があります。
　例えば、国民健康保険税ですと、納期限日ごとの支払
いの場合、平成30年中の支払い分（前年度７期分から
今年度６期分まで）が算入できます（今年度７～９期分
は翌年の申告時）。また、本来なら平成 29 年以前に支
払うべきものを、平成30年中に支払っ
ている場合は、その分も算入できます。
なお、平成 30 年中に支払うべきもの
を翌年以降に支払う場合は、支払いを
した年分の申告時の算入となり、平成
30年分への算入はできません。

　公的年金等の収入額が 400 万円以下（複数の公的年
金等を受給されている場合は、その収入金額の合計額）
で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が
20万円以下である場合には、所得税の確定申告書を提
出する必要はありませんが、社会保険料控除、生命保険
料控除、地震保険料控除などの控除がある場合には、町
県民税額に影響が出ることがありますので、町県民税
の申告を行ってください。申告をしないと町県民税の
控除が受けられません。

所得申告（所得税確定申告・住民税申告）に算入できる町税等について

年金収入のみの方も住民税の申告が必要です

　医療費控除を受けるには、明細書の添付が必要で
す。また、セルフメディケーション税制による医療費
控除の特例を受けるには、明細書の添付及び一定の取
組を行ったことを明らかにする書類（健康診査等）の
添付または提示が必要です。それぞれ様式が異なりま
すので、ご注意ください。明細書様式は、税務署や役場
税務課の窓口及び申告会場に設置してあります。国税
庁ホームページよりダウンロードも可能です。また、
平成 29 年分の確定申告から医療費等の領収書の添
付は不要になりました。ただし、明細書の記入内容の
確認のため、税務署から領収書の提示または提出を求
める場合がありますので、確定申告期限から５年間、
領収書は自宅で保管する必要があります。
※経過措置により平成 29 年分から平成 31 年分まで
の確定申告については、領収書の添付または提示によ
ることもできます。

　住宅ローン控除の適用を受ける最初の年分につい
ては、必ず「（特定増改築等）住宅借入金等特別控除額
の計算明細書」を添付して確定申告をしてください。
　また、２年目以降の適用を確定申告で申告する場
合は、確定申告書第二表「特例適用条文等」欄に必ず
居住開始年月日等、必要事項を記載してください。
※ただし、申告期限の 3月 15日（期限後において個
人町民税の納税通知書が送達されるときまでに提
出されたものを含む。）までに申告をされない場合
は、個人町県民税の住宅ローン控除が適用されま
せんのでご注意ください。また、必要事項の記載が
ない場合、個人町県民税の住宅ローン控除が適用
されません。忘れずに記載してください。

確定申告で住宅ローン控除の適用を申告する方 医療費控除を申告される方へ

　30 年中に無職・無収入の方で、税法上どなたの扶
養にもなっていない方も申告が必要です。申告期間中
に役場へ申告（電話でも可）してください。申告されま
せんと、各種サービス（手当て・医療給付・補助金・
20歳前の障害年金等）が受けられない、扶養認定等の
ための証明書の発行ができない、金融機関や公共機関
への所得証明書や課税証明書の各種証明書の発行が
できない等の不都合が生じる場合があります。

無職・無収入の方も申告が必要です



２
月
の
納
税

（
納
期
限
２
月
28
日
）

　今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
第
８
期

で
、納
期
限
は
２
月
28
日（
木
）で
す
。

　納
期
限
ま
で
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
督
促

手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
ま
で

税
務
証
明
書
申
請
の
際
の
お
願
い

　税
務
証
明
書
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て
ご

本
人
で
な
い
と
証
明
書
を
発
行
で
き
ま
せ

ん
。　ま

た
、
税
務
証
明
書
発
行
に
は
身
分
証
明

書
が
必
要
で
す
。官
公
署
発
行
の
写
真
付
き

身
分
証
明
書
は
１
点
、
そ
れ
以
外
は
２
点
以

上
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　ご
本
人
以
外
の
方
が
代
理
申
請
を
す
る

場
合
は
、
た
と
え
ご
家
族
の
方
で
あ
っ
て
も

委
任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で
町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　平
成
30
年
度
町
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま

し
た
。納
付
書
を
も
う
一
度
確
認
し
、
お
早

め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。納
期
限
が
過
ぎ

て
一
定
期
間
を
経
過
し
て
も
未
納
が
続
き

ま
す
と
、
本
税
に
加
え
て
督
促
手
数
料
と
延

滞
金
も
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
ま
で

給
与
所
得
者
の
特
別
徴
収
（
給
与

天
引
き
）に
つ
い
て

　町
で
は
、
宮
城
県
で
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
給
与
所
得
者
の
特
別
徴
収
（
給

与
天
引
き
）を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　「
特
別
徴
収
」と
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に

よ
り
、
給
与
支
払
者
が「
特
別
徴
収
義
務
者
」

と
し
て
市
町
村
か
ら
指
定
を
受
け
、
従
業
員

の
方
の
住
民
税
（
個
人
の
県
民
税
お
よ
び
町

民
税
）
を
毎
月
の
給
与
か
ら
引
き
去
り
（
天

引
き
）
に
よ
り
代
わ
っ
て
納
入
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
の
納
期
が
年

４
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
徴
収
は
年
12

回
で
あ
る
た
め
１
回
あ
た
り
の
納
付
額
が

少
な
く
な
る
こ
と
や
、
従
業
員
自
ら
が
金
融

機
関
等
へ
出
向
い
て
納
税
す
る
手
間
が
省

か
れ
る
た
め
、
納
税
義
務
者
の
利
便
性
が
向

上
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　原
則
と
し
て
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の

よ
う
に
非
正
規
雇
用
者
で
あ
っ
て
も
、
不
定

期
雇
用
で
な
い
限
り
特
別
徴
収
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　２
０
１
９
年
５
月
31
日
ま
で
に
特
別
徴

収
義
務
者
と
し
て
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

別
途
、
通
知
申
し
上
げ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で
軽
自
動
車
の
手
続
き
に
つ
い
て

　軽
自
動
車
税
は
、
４
月

１
日
時
点
に
軽
自
動
車
の

定
置
場
の
あ
る
市
町
村
に

て
、
所
有
者
の
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
廃
車
等
を
す

る
予
定
の
方
は
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
県
外
で

手
続
き
を
行
っ
た
場
合
、
市
町
村
へ
の
通
知

が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
七
ヶ
浜
町

役
場
税
務
課
住
民
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
各
軽
自
動
車
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
お

問
合
せ
先

①
原
動
機
付
自
転
車

(

１
２
５
cc
以
下

)

・

小
型
特
殊
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
七
ヶ
浜
町

役
場
税
務
課
住
民
税
係
ま
で

　

②
軽
二
輪(

１
２
６
〜
２
５
０
cc)

・
軽
三
輪
・

軽
四
輪
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
軽
自
動
車
協

会
ま
で

　

③
二
輪
の
小
型
自
動
車

(

２
５
１
cc
以
上

)

に
つ
い
て
は
、
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

ま
で

　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で
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公共機関等電話番号

※お電話をお掛けになる際は、掛け間違えのないようお願いします。

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
金
相
談

　東
北
税
理
士
会
塩
釜
支
部
で
は
、「
税
理

士
記
念
日
」
に
ち
な
み
、
次
の
と
お
り
税
理

士
に
よ
る
無
料
の
税
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

所
得
税
や
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
、
税
の
専

門
家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と
き

　２
月
23
日（
土
）受
付
時
間

　午
前

10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

　塩
竈
市
公
民
館

　２
階

　第

一
会
議
室（
塩
竈
市
東
玉
川
町
９-

１
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
北
税
理
士
会
塩
釜

支
部
ま
で

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

■
確
定
申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い
て

　所
得
税
等
（
譲
渡
所
得
を
含
む
）・
消
費

税
等
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
書
作
成
会
場

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

●
と
き

　２
月
18
日（
月
）〜
３
月
15
日（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
と
こ
ろ

　マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
３
階
「
マ

リ
ン
ホ
ー
ル
」（
塩
竈
市
港
町
１-

４-

１
）

※

会
場
開
設
期
間
前
は
、
塩
釜
税
務
署
内
を

含
め
申
告
書
作
成
会
場
を
設
置
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
会
場
開
設
期
間
中
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　申
告
書
作
成
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
申
告

書
の
作
成
に
１
時
間
以
上
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
会
場
を
利
用
さ
れ
る
際
に
は
、

開
設
時
間
内
に
申
告
書
を
作
成
で
き
る
よ

う
、
な
る
べ
く
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
午
後
３
時
前
の
ご
来
場
に
ご
協
力
願
い
ま

す
）　な

お
、
国
税
に
関
し
て
の
ご
相
談
・
ご
質

問
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。塩
釜
税
務
署
に
電
話
し
て
い
た
だ

き
、
音
声
案
内
で
「
０
」
を
選
択
し
ま
す
と

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」へ
つ
な
が
り
ま
す
。

■「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」の
送
付

　平
成
29
年
分
所
得
税
等
確
定
申
告
書
を

七
ヶ
浜
町
相
談
会
場
で
提
出
し
た
方
に
は
、

確
定
申
告
書
用
紙
に
代
え
て
、
申
告
に
必
要

な
情
報
を
印
字
し
た
「
お
知
ら
せ
は
が
き
」

又
は
「
お
知
ら
せ
通
知
書
」
が
送
付
と
な
り

ま
す
。
相
談
の
際
に
持
参
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告

　国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
し
、
所
得
税
等
、

消
費
税
等
の
確
定
申
告
書
や
青
色
申
告
決

算
書
等
が
簡
単
に
作
成
で
き
る
ほ
か
、ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
に
よ
り
直
接
送
信
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、塩
釜
税
務
署
ま
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）は
安
価
で
経
済
的

　ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、
先
発
医
薬
品(

新
薬)
の
特
許
が
切

れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
、
先
発
医
薬
品
と
同

じ
有
効
成
分
、
同
じ
効
能
・
効
果
を
も
つ
医

薬
品
の
こ
と
で
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
１
】

  

先
発
医
薬
品
よ
り
安
価
で
、経
済
的
で
す
。

●
患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
の
軽
減
、
医
療
保

険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※

価
格
は
品
目
ご
と
に
様
々
で
す
が
、
先
発

医
薬
品
の
半
額
以
下
の
薬
も
あ
り
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
２
】

　効
き
目
や
安
全
性
は
、
先
発
医
薬
品
と
同

等
で
す
。

●
国
で
は
、
後
発
医
薬
品
が
先
発
医
薬
品
と

同
レ
ベ
ル
の
品
質
・
有
効
性
・
安
全
性

を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
欧
米
と

同
様
の
基
準
で
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

薬
の
形
、
色
や
味
は
、
先
発
医
薬
品
と
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
３
】

　ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

に
切
り
替
え
る
場
合
は
？

　ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

は
一
般
の
薬
局
で
購
入
で
き
る
市
販
薬
で

は
な
く
、
処
方
せ
ん
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
場
合
は
医
師
・
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
課
国
保
年
金
係

ま
で確

定
申
告
の
際
は
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
等
の
添
付
を
お
忘
れ
な
く
！

　国
民
年
金
保
険
料
は
、
ご
本
人
分
だ
け
で

な
く
、
ご
家
族
の
分
な
ど
納
付
し
た
保
険
料

全
額
が
所
得
税
・
市
区
町
村
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。申
告
す

る
際
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
た

「
社
会
保
険
料

(

国
民
年
金
保
険
料

)

控
除

証
明
書
」
や
領
収
証
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま

す
。　税

法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の

と
き
に
も
心
強
い
味
方
に
な
り
ま
す
。保
険

料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
年
金
事
務
所

ま
で
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、口
座
振

替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、金
融

機
関
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す
。

　国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月

末
で
す
が
、当
月
末
に
口
座
振
替
す
る
こ
と

に
よ
り
、月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

や
、現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か

月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。口
座
振
替
で
の
６
か
月
前

納
（
４
〜
９
月
分
）、
１
年
度
前
納
、
２
年
度

前
納
す
る
場
合
に
は
、
２
月
末
日
ま
で
、
６

か
月
前
納
（
10
〜
３
月
分
）
は
８
月
末
日
ま

で
に
お
申
込
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　口
座
振
替
は
、
全
国
の
銀
行
・
郵
便
局
・

農
協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・

労
働
金
庫
で
利
用
で
き
ま
す
。
申
込
の
際

は
、年
金
事
務
所
や
金
融
機
関
ま
た
は
町
民

課
国
保
年
金
係
備
え
付
け
の
申
出
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、口
座
振
替
を
希
望
さ

れ
る
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、仙
台
東
年
金
事
務
所

ま
で

生
活
保
護
の
相
談

　宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
の
相
談

員
が
、役
場
に
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
と
き

　２
月
20
日（
水
）及
び
27
日（
水
）

　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

　地
域
福
祉
課
窓
口

※

相
談
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
に

て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

こ
こ
ろ
の
相
談

　イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
不
安
が
強
い
、
や
る
気

が
で
な
い
、
眠
れ
な
い
な
ど
、
悩
み
や
困
り

ご
と
が
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
の
方
、一
人

で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
に
は
精
神
科
医
師
が
対
応
い
た
し
ま

す
。

●
と
き

　２
月
19
日
（
火)

午
後
１
時
30
分

〜
４
時（
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
）

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
母
子
健
康
セ
ン
タ

ー（
役
場
庁
舎
裏
）

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜

保
健
所

　母
子
・
障
害
第
二
班
ま
で

平
成
30
年
度
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・

ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査
・
梅
毒
検

査
・
肝
炎
検
査
・
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
受
付
の
実
施

●
実
施
日
・
受
付
日（
要
予
約
）

・
２
月
13
日（
水
）、27
日（
水
）、３
月
13
日

（
水
）、27
日（
水
）

・
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
予
約
受
付
日
・
時
間

・
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で（
祝
祭
日
除
く
）

・
検
査
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
検
査
会
場

　塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北

浜
４
丁
目
８-

15

●
そ
の
他

　検
査
は
原
則
無
料
で
す

＊
ご
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
保

健
所

　疾
病
対
策
班
ま
で

引
き
こ
も
り
・

思
春
期
こ
こ
ろ
の
相
談

　引
き
こ
も
り
・
不
登
校
・
い
じ
め
・
家

庭
内
暴
力
・
摂
食
障
害
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
問

題
で
お
悩
み
で
は
な
い
で
す
か
。
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
と
き

　３
月
５
日（
火
）午
後
１
時
〜
４
時

（
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
）

●
と
こ
ろ

　塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北
浜

４
丁
目
８-

15

●
相
談
員

　精
神
保
健
福
祉
士

　志
村
祐

子
氏

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜

保
健
所

　母
子
障
害
班
ま
で

 各地区介護予防教室　２月の日程

湊)ひまわりの会

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

各
地
区
介
護
予
防
教
室
で
健
康
に

　各
地
区
避
難
所
や
公
民
分
館
で
、
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
方
が
集
ま
り
『
介
護
予
防
教

室
』を
行
っ
て
い
ま
す
。

　玄
米
ニ
ギ
ニ
ギ
ダ
ン
ベ
ル
体
操
や
ス
ト

レ
ッ
チ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
楽
し
く

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
是
非
ご
参
加

下
さ
い
。
ま
た
、
遠
山
地
区
で
は
ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
時
間

　午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
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◆なかよしday◆

　●と　き　
　●ところ　

◆ハンドマッサージ◆

●と　き
　●ところ　

◆ママお茶会◆

●と　き　
　●ところ　

◆あそぼ・あそぼ◆

　●と　き　
　●ところ　

◆つかってくだサイクル◆

　●と　き　
　●ところ　
●その他　

◆一時保育の案内◆

お申し込み・お問い合わせは、子育て支援センターまで　☎362-7731

子育て支援センターだより
◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆

　●と　き　

●ところ　

◆子育て支援ボランティア募集◆

◆託児サポート事業の案内◆

◆子育てママサポート事業の案内◆

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
の
受
け
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

(

Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン)
未
接
種
の
方
へ

　麻
し
ん
と
風
し
ん
の
２
種
類
の
感
染
症

に
対
す
る
免
疫
を
つ
け
る
予
防
接
種
ワ
ク

チ
ン
で
す
。

（
Ｍ
Ｒ
Ⅰ
期
）

●
対
象
者

　１
歳
か
ら
２
歳
に
至
る
ま
で

の
方

　
　

●
公
費
接
種
対
象
期
間

　２
歳
の
誕
生
日

前
日
ま
で

（
Ｍ
Ｒ
Ⅱ
期
）

●
対
象
者

　小
学
校
就
学
前
の
方

(
幼
稚

園
、保
育
所
等
の
年
長
児
の
方)

　

●
公
費
接
種
対
象
期
間

　３
月
31
日
ま
で

■
２
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）未
接
種
の
方
へ

　２
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
と

破
傷
風
の
２
種
類
の
感
染
症
に
対
す
る
免

疫
を
つ
け
る
予
防
接
種
で
す
。

　乳
幼
児
期
に
４
種
混
合
（
百
日
せ
き
・
ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
ポ
リ
オ
）
予
防
接
種

で
つ
い
た
基
礎
免
疫
の
低
下
を
補
い
、
有
効

性
を
持
続
さ
せ
る
為
に
予
防
接
種
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
公
費
接
種
対
象
期
間

　11
歳
〜
13
歳
の

誕
生
日
前
日
ま
で

　上
記
、
予
防
接
種
対
象
者
で
、
ま
だ
接
種

し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
め
の
接
種
を
お
勧

め
し
ま
す
。予
診
票
等
が
お
手
元
に
な
い
方

は
、
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課

　保
健

指
導
係
ま
で
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『
家
族
会
カ
フ
ェ
』の
ご
案
内

　七
ヶ
浜
町
介
護
者
家
族
の
会
で
は
、
在
宅

で
介
護
を
し
て
い
る
ご
家
族
の
方
が
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
話
し
合
え
る
場
を
設
け
ま

し
た
。

　在
宅
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
ご
家
族
の

皆
さ
ん
、お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

●
と
き

　２
月
13
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
老
人
セ
ン
タ
ー
『
浜

風
』内『
元
気
茶
屋
』

●
内
容

　交
流
会
〜
楽
し
く
お
話
し
ま

し
ょ
う
!!
〜

●
参
加
費

　無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
高
齢
者

福
祉
係

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　平
成
30
年
11
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
町

の
乳
が
ん
検
診
で
、
70
歳
未
満
の
方
に
つ
い

て
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影
の
後
に
、
視
触

診
及
び
フ
ィ
ル
ム
読
影
を
受
診
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　例
年
、
視
触
診
を
受
け
ず
に
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
撮
影
の
み
と
い
う
方
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。撮
影
の
み
の
場
合
は
健
診
結
果
を
出

す
事
が
で
き
ま
せ
ん
。併
せ
て
、
撮
影
実
費

分
と
し
て
４
，
２
７
７
円
を
お
支
払
い
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　な
お
、
視
触
診
及
び
フ
ィ
ル
ム
読
影
の
医

療
機
関
で
の
受
付
は
平
成
31
年
２
月
22
日

（
金
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
受
診

し
て
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課

　保
健

指
導
係
ま
で

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に

併
せ
て
、献
血
を
実
施
し
ま
す
。

　受
付
時
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
実
施
日

　３
月
３
日(

日)

　
　

●
受
付
時
間

　午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午

ま
で 

●
場
所

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※

午
後
の
献
血
に
つ
い
て
は
、
午
後
１
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
七
十
七
銀
行
七
ヶ

浜
支
店
駐
車
場
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
対
象

　18
歳
以
上
の
方
で
４
０
０
㏄
の

献
血
の
で
き
る
方
、男
性
は
17
歳
も
可

●
持
ち
物

　身
分
証
明
証(

運
転
免
許
証
等)

、

献
血
カ
ー
ド(
過
去
に
献
血
を
し
た
事
が

あ
る
方)

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課

　保
健

指
導
係
ま
で

お問い合わせは、七ヶ浜国際村まで　☎357-5931

Ｇｒｏｏｖｅ７・もっきんバンド新入団員同時募集！

　七ヶ浜国際村のパーカッショングループ「Ｇｒｏｏｖｅ７」と「もっきんバンド」のメンバーを募集します！！
音楽がお好きな方、打楽器に興味のある方、初めて打楽器を演奏する方も大歓迎です。七ヶ浜国際村のステージ
で一緒に演奏しましょう！

●オーディション日　３月７日（木）（体験レッスン可能です）
●レッスン会場　七ヶ浜国際村
●指 導 者　星律子（マリンバ奏者・元仙台フィルハーモニー

管弦楽団）、布田恭子（打楽器・マリンバ奏者）
●入団審査　簡単なオーディションがあります。
●申込方法　国際村に直接お問い合わせください。
●申込期限　３月６日（水）

対象（共に町内在住）

レッスン日時
（共に３月14日から毎週木曜日）
※公演前に特別レッスンあり。

レッスン料（共に８月まで）

Ｇｒｏｏｖｅ７

小学生４年生以上の方
（平成31年４月時点）

毎週木曜日
19:00 ～ 21:00

3,000円／月

もっきんバンド

５歳～ 15歳の方
（平成31年４月時点）

毎週木曜日
18:00 ～ 19:00

2,000円／月
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人
権
擁
護
委
員
の
退
任
・
委
嘱

　長
年
、
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
た
星
正
一

さ
ん
、
村
上
妙
子
さ
ん
が
12
月
末
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
新
た
に
鎌
田
陽

子
さ
ん
、
原
田
武
さ
ん
が
１
月
１
日
よ
り
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
問
題
に
理
解
や

熱
意
の
あ
る
地
域
住
民
の
中
か
ら
、
市
町
村

長
の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
人
た
ち
で
す
。「
こ
れ
は
人
権
問
題
で



マ
ナ
ー
を
守
り
ペ
ッ
ト
を
飼
い
ま

し
ょ
う

　町
に
犬
や
猫
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
す
。そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
近
隣

の
方
か
ら
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の
苦
情
で

す
。マ
ナ
ー
を
守
り
、
ト
ラ
ブ
ル
等
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
正
し
い
飼
い
方

　散
歩
や
公
園
等
で
運
動
さ
せ
る
際
は

必
ず
リ
ー
ド
を
付
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
マ
ー
キ
ン
グ
し
た
場
合
は
水
で
流

し
た
り
、
フ
ン
を
し
た
場
合
は
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
猫
の
正
し
い
飼
い
方

　猫
は
室
内
飼
育
が
基
本
で
す
。
た
だ

し
、
室
内
で
た
だ
飼
う
だ
け
で
は
猫
も
肉

体
的
、
心
理
的
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
。そ
の
た
め
、
上
下
運
動
や
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で

English Day Camp 開催！

　七ヶ浜町グローバル人材育成プログラムの一環と
して、新中学 1 年～新高校 1 年生を対象としたイン
グリッシュデイキャンプを開催します。国際交流員の
タイラー、ティムと外国人スタッフが、オールイング
リッシュでの会話やゲームなど、楽しいイベントを用
意して、皆さまをお待ちしております。

●と　き　３月30日（土）午前10時～午後４時
●対象者　平成31年４月現在で新中学１～３年生及

び新高校１年生の方
●定　員　30名程度
●参加費　1,500円（食事代、保険代）
●持ち物　参加費、保険証のコピー、筆記用具
●内　容　２月中旬に小学校並びに中学校でお配りす

るチラシ又は国際村に設置しているチラシ
をご覧ください。

●講　師　タイラー、ティムのほか、外国人４名を予定
●申込方法　直接国際村でお申込みいただくか、各小
中学校で配布した申込書に必要事項を記入し、２月
17日（日）から３月24日（日）までに国際村へお申し
込みください。定員になり次第締め
切ります。

●その他　参加者全員を対象とした普
通傷害保険に加入します。

お申し込み・お問い合わせは、
七ヶ浜国際村まで　☎357-5931
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工
事
前
に
文
化
財
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す

　町
内
で
建
物
の
新
築
や
建

替
え
な
ど
の
現
状
を
変
え
る

工
事
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方

は
、
計
画
地
が
埋
蔵
文
化
財

(

遺
跡
や
貝
塚)

、特
別
名
勝
松

島
の
指
定
地
内
で
あ
る
か
ど

う
か
の
確
認
が
事
前
に
必
要
で
す
。

　工
事
計
画
地
が
こ
れ
ら
の
指
定
地
内
で

あ
る
場
合
は
、事
前
に
文
化
財
関
係
の
申
請

手
続
き
や
現
地
調
査
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す
。申
請
手
続
き
に
は
１
か
月
以
上
要
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、お
早
め
に
歴
史

資
料
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、歴
史
資
料
館
ま
で

月
曜
休
館(

祝
休
日
の
場
合
は
翌
日
休
館)

は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
た
り
し
た
場
合

は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
人
権
擁
護
委

員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
退
任
さ
れ
た
方

　星

　正
一
さ
ん

　
　
　

　　　村
上

　妙
子
さ
ん

　
　
　

●
委
嘱
さ
れ
た
方

　鎌
田

　陽
子
さ
ん

　
　
　

　　　原
田

　武
さ
ん

　
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で

　写真集「笑顔いっぱい七ヶ浜～1,461人の夢と希望
～」の販売を開始します。昨年11月に全戸配布しまし
た当写真集。「親戚にも配りた
い。」「おじいちゃん用とおばあ
ちゃん用に欲しい。」といった皆
様のご要望にお応えしまして、
１部1,000円（税込）で販売いた
します。販売場所は七ヶ浜国際
村です。

お問い合わせは、
七ヶ浜国際村まで　☎357-5931

写真集販売開始
「笑顔いっぱい七ヶ浜～ 1,461人の夢と希望～」

1,000円！



乾
燥
汚
泥
肥
料
の
無
料
配
布
／

塩
釜
地
区
環
境
セ
ン
タ
ー

　塩
釜
地
区
環
境
セ
ン
タ
ー

で
は
、
乾
燥
汚
泥
肥
料（
し
尿

汚
泥
）
を
年
中
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　野
菜
づ
く
り
な
ど
に
肥
料

と
し
て
使
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
乾
燥
汚
泥
肥
料

　乾
燥
粒
状

　一
袋
10
Ｋ

ｇ（
袋
詰
め
）

●
配
布
場
所

　塩
釜
地
区
環
境
セ
ン
タ
ー

　（
塩
竈
市
字
伊
保
石
２
番
98
）

●
配
布
日
時

　月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
・
振

替
休
日
を
除
く
）午
後
３
時
〜
４
時
30
分

●
配
布
手
続

　事
前
に
電
話
で
の
予
約
が

必
要
で
す
。

●
配
布
数
量

　一
世
帯
10
袋
ま
で
（
電
話
受

付
１
回
に
つ
き
二
世
帯
ま
で※

同
居
は

除
く
）

※

放
射
能
検
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
消
防
事
務

組
合
環
境
課
ま
で

町
道
の
除
雪
・
融
雪
作
業
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　冬
季
間
の
交
通
安
全
確
保
の
た
め
除
雪
・

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
訓
練
の

実
施

　地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
備

え
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓

練
を
全
国
一
斉
に
行
い
ま
す
。

●
訓
練
実
施
日
時

　２
月
20
日（
水
）

　午
前
11
時

●
訓
練
内
容

　町
内
52
か
所
に
設
置
し
て

い
る
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
子
局

か
ら
、
一
斉
に
チ
ャ
イ
ム
が
な
り
国
が
発

信
し
た
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

※

こ
の
訓
練
は
、
町
の
防
災
行
政
無
線
の
作

動
を
確
認
す
る
た
め
に
行
う
訓
練
で
す

の
で
、
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
防
災
対
策
室

ま
で

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
!!

　ま
だ
ま
だ
家
庭
や
職
場
で
は
ス
ト
ー
ブ

等
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
、

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
火
の
用
心
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。　住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
維
持
管

理
を
!!
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
を
早

期
に
発
見
し
あ
な
た
と
家
族
の
大
切
な
命
、

財
産
を
守
る
も
の
で
す
。

・
設
置
場
所
は
全
て
の
寝
室
（
子
供
部
屋
含

む
）・
台
所
・
階
段（
２
階
以
上
に
寝
室
が

あ
る
場
合
）で
す
。

・
性
能
維
持
の
た
め
、
ほ
こ
り
な
ど
を
掃
除

し
ま
し
ょ
う
。

・
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
ひ
も
を
ひ
い
て
定
期

的
な
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
取
扱
説
明
書
等
に
よ
り
本
体
の
交
換
時
期

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命
は
お
お
む

ね
10
年
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る
と
電

子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災

を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
住
宅
防
火
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、必
ず
火
を
消
す
。

●
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
と
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
。

　消
防
署
で
は
随
時
、
町
内
会
や
事
業
所
等

を
訪
れ
防
災
訓
練
や
防
火
防
災
に
関
す
る

防
火
座
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。お
気
軽

に
お
申
込
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
予
防
課
指

導
係

ま
た
は
、七
ヶ
浜
消
防
署
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
ま
で

東
日
本
大
震
災
追
悼
式
の
ご
案
内

　東
日
本
大
震
災
よ
り
８
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
皆
様
、そ
の

ご
家
族
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
大
震
災
に
よ
り
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
様
を
追
悼
す
る
た

め
、次
の
と
お
り
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

●
と

　き

　平
成
31
年
３
月
11
日（
月
）

　

　
　
　
　
　午
後
２
時
45
分
か
ら

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
国
際
村
ホ
ー
ル

●
追
悼
の
対
象
と
な
る
方
々

　・
町
内
外
で
被
災
し
亡
く
な
ら
れ
た

　
　町
民
の
方

　・
町
内
で
被
災
し
亡
く
な
ら
れ
た
町

　
　民
以
外
の
方

　・
行
方
不
明
者
の
方

※

一
般
の
方
の
参
列
も
可
能
で
す
。

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　11
月
30
日
、
松
島
町
立
松
島
中
学
校
体
育

館
に
お
い
て
第
38
回
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
塩
竈
地
区
大
会
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
全
３
０
６
編（
管
内
12
校
）の
応

募
作
品
中
、
町
内
中
学
校
か
ら
庄
子
翔
望
さ

ん
（
向
洋
中
３
年
）
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
福
祉
課
ま
で
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七ヶ浜町空家バンクを開設します

　町では、空家の有効活用を通して、移住及び定住の促進による地域の活性化を
図るため、空家情報登録制度「空家バンク」（以下「空家バンク」という）を開
設します。
　この制度では、七ヶ浜町内に空家等をお持ちの方で空家等を売りたい・貸した
いとお考えの方と、七ヶ浜町内に住むために空家等を買いたい・借りたいとお考
えの方にご登録いただき、双方にその情報を提供します。

●空家バンクの仕組み
登録から契約までのフローは下図のとおりです。
町では空家バンクの登録受付・情報提供等の業務を行いますが、交渉・契約等の仲介は行いません。

※売買や賃貸借の契約等に関することは当事者間で行っていただきますが、トラ
ブル発生を防止するため、不動産業者等の仲介事業者を介して行っていただき
ますようお願いいたします。
※当事者間で行う交渉、契約等に関する苦情及び一切のトラブル等については当
事者間で解決していただきます。
※詳細につきましては、町ウェブサイトをご覧ください。

　ご不明な点は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

お問い合わせは、政策課まちづくり推進係まで　☎357-2117

融
雪
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　除
雪
・
融
雪
作
業
を
円
滑

に
行
う
た
め
に
住
民
の
皆
様

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●
路
上
に
車
や
物
は
絶
対
に
置
か
な
い

　
　路
上
駐
車
や
は
み
出
し
駐
車
、
バ
イ

ク
、
自
転
車
の
放
置
は
除
雪
・
融
雪
作
業

の
妨
げ
と
な
り
、
多
く
の
方
の
ご
迷
惑
と

な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
敷
地
内
か
ら
路
上
に
雪
を
だ
さ
な
い

　
　自
宅
敷
地
内
の
雪
を
路
上
に
雪
だ
し

す
る
と
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
敷
地
内
で
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。

●
玄
関
先
の
雪
は
各
自
で

　
　除
雪
作
業
に
よ
り
、
玄
関
先
が
雪
で
ふ

さ
が
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
各

自
で
除
雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、建
設
課
ま
で

民
有
地
の
樹
木
枝
の
剪
定
・
雑
草

の
除
去

　所
有
（
管
理
）
し
て
い
る
土
地
か
ら
樹
木

の
枝
や
雑
草
が
道
路
敷
地
に
張
り
出
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

　道
路
に
張
り
出
て
い
る
と
、
交
通
安
全
上

（
歩
行
・
走
行
時
に
）
支
障
に
な
り
ま
す
の

で
、
所
有（
管
理
）地
の
樹
木
枝
の
剪
定
・
雑

草
の
除
去
を
行
な
い
、
適
切
に
管
理
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、建
設
課
ま
で
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本町ゆかりの西洋野菜「ルバーブ」
栽培講習会参加者募集

お申し込み、お問い合わせは、
産業課☎357-7444または、政策課☎357-2117まで

●と　　き　３月１７日（日）　午前１０時～１１時
●と こ ろ　七ヶ浜町民農園「海遊ほのぼの農園」
●参加対象　七ヶ浜町民または七ヶ浜町内の畑で野菜

を栽培している方
●参加申込　２月２１日（木）まで電話にて受け付けま

す
●協　　力　宮城県農業・園芸総合研究所バイオテク

ノロジー開発部
●そ の 他　講習会参加者全員にルバーブの種をプレ

ゼントします！！

参加者全員に
ルバーブの種
プレゼント！

広報しちがはま 31. 2. 1● 22

町
民
綱
引
き
大
会
結
果

　11
月
18
日
、
ア
ク
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に
第

33
回
町
民
綱
引
き
大
会
が
開
催
さ
れ
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
結
果
】

●
小
学
生
男
女
混
合
の
部

　優
勝

　
　
　汐
見
台
南
Ｂ

　準
優
勝

　
　松
ヶ
浜

　第
３
位

　
　菖
蒲
田
浜

●
中
学
生
男
女
混
合
の
部

　優
勝

　
　
　汐
見
台
南
Ａ

　準
優
勝

　
　汐
見
台
南
Ｂ

　第
３
位

　
　花
渕
浜

●
一
般
男
女
混
合
の
部

　優
勝

　
　
　代
ヶ
崎
浜

　準
優
勝

　
　吉
田
浜

　第
３
位

　
　松
ヶ
浜

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、中
央
公
民
館
ま
で

渡
辺
復
興
大
臣
町
内
視
察

　11
月
19
日
、
渡
辺
博
道
復
興
大
臣
が
町
内

の
菖
蒲
田
浜
地
区
、
花
渕
浜
地
区
を
視
察
し

ま
し
た
。当
日
は
、
伊
藤
信
太
郎
衆
議
院
議

員
も
同
行
し
、
最
初
に
菖
蒲
田
浜
海
浜
公
園

を
視
察
し
ま
し
た
。渡
辺
復
興
大
臣
は
、
東

日
本
大
震
災
後
、
平
成
23
年
８
月
に
コ
ン
テ

ナ
が
漂
着
し
た
菖
蒲
田
海
岸
を
視
察
さ
れ

て
お
り
、
今
回
は
、
復
興
し
た
姿
を
見
学
し

た
い
と
の
ご
意
向
が
あ
り
、
菖
蒲
田
海
岸
を

訪
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、
花
渕
浜
の
シ
チ
ノ

リ
ゾ
ー
ト
の
屋
上
に
上
り
、
産
業
ま
つ
り
で

の
賑
わ
い
状
況
な
ど
町
の
復
興
概
況
と
区

画
整
理
の
進
捗
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、復
興
推
進
課
ま
で

遠
山
地
区
も
ち
つ
き
大
会

　12
月
２
日
、
遠
山
地
区
も
ち
つ
き
大
会
が

遠
山
地
区
避
難
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

催
し
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
的

に
、
ま
た
地
区
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
兼

ね
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。当
日
は
、
子
供
会

１
７
３
名
、
大
人
を
含
め
て
約
２
５
０
名
の

区
民
の
方
々
が
参
加
し
、
餅
つ
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
一
列
に
並
ん
で
順

番
が
回
っ
て
く
る
と
、
杵
を
持
っ
て
重
そ
う

に
し
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
餅
を
つ
い
て
い

ま
し
た
。餅
は
、
き
な
こ
餅
、
あ
ん
こ
餅
、
そ

し
て
お
雑
煮
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。阿
部

由
二
遠
山
区
長
は
、「
子
ど
も
と
の
触
れ
合

い
、
大
人
の
方
々
に
つ
い
て
も
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
れ
ば
嬉
し

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、政
策
課
ま
で



七
ヶ
浜
町
武
道
祭

　12
月
８
日
、
七
ヶ
浜
町
武
道
祭
が
町
武
道

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
武
道
祭
は
今
回

で
45
回
目
を
迎
え
、
七
ヶ
浜
町
武
道
祭
実
行

委
員
会
が
主
催
に
な
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
剣
道
、
銃
剣
道
、
空
手
、
柔
道
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加
し
て
お
り
、
は
じ
め

に
銃
剣
道
の
演
舞
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
は
、
剣
道

で
言
う
と
竹
刀
の
よ
う
な
木
銃
を
指
導
者

の
掛
け
声
に
従
っ
て
突
き
出
し
た
り
引
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、
気
合
の
こ

も
っ
た
声
を
出
し
て
演
武
を
披
露
し
て
い

る
姿
は
、
ま
さ
に
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。演

舞
の
あ
と
、
各
団
体
の
競
技
が
行
わ
れ
、
日

頃
練
習
し
て
い
る
成
果
を
親
御
さ
ん
の
前

で
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、政
策
課
ま
で

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　元
気
な
う
ち
は
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
！
豊
か
な
経
験
と
能
力
を
生
か
し
、
会

員
と
し
て
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
象

　町
内
に
お
住
ま
い
の
健
康
な
60

歳
以
上
の
方

●
仕
事
内
容

　清
掃
、
除
草
、
草
刈
、
そ
の
他

室
内
外
の
軽
作
業
な
ど

●
年
会
費

　３
，０
０
０
円

●
毎
月
、
入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。説
明
会
開
催
日
時
や
入
会
方
法
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

特
に
こ
ん
な
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

・
草
刈
除
草
で
刈
り
払
い
機
が
使
え
る
方

・
植
木
の
剪
定
、手
入
れ
が
で
き
る
方

・
庭
の
草
取
り
、
草
集
め
作
業
（
特
に
女
性

の
方
）

・
襖
、障
子
、網
戸
の
張
替
え
が
で
き
る
方

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
益

社
団
法
人
七
ヶ
浜
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
ま
で

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
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男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
募
集

　し
ち
が
は
ま
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

点
検･

評
価
や
意
識
啓
発
を
図
る
た
め
に
、

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

　若
干
名

●
委
員
の
任
期

　平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
２
１
年
３
月
31
日
ま
で

●
そ
の
他

　町
内
在
住
で
男
女
共
同
参
画

に
関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の
方

●
申
込
期
限

　２
月
28
日（
木
）ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、中
央
公
民
館
ま
で

代
ヶ
埼
浜
湯
豆
腐
ま
つ
り

　12
月
13
日
、
代
ヶ
埼
浜
多
聞
山
で
毘
沙
門

様
の
お
歳
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日

は
寒
い
中
、
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し

た
。参
拝
者
に
は
醤
油
味
の
す
ま
し
汁
仕
立

て
の
椀
で
湯
豆
腐
が
振
る
舞
わ
れ
、
大
人
か

ら
子
供
ま
で
熱
々
の
湯
豆
腐
を
ほ
お
ば
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。な
ぜ
、
湯
豆
腐
な
の

か
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
毘
沙
門
様
の
祭
礼

に
際
し
、
岬
の
風
の
冷
た
さ
に
震
え
寒
さ
を

我
慢
し
き
れ
ず
に
食
べ
た
と
の
こ
と
か
ら

由
来
。豆
腐
は
豆
を
「
ひ
い
て
」
つ
く
る
。豆

腐
を
食
べ
る
、
も
う
豆
を
「
ひ
か
な
い
」
が

「
風
邪
を
ひ
か
な
い
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、政
策
課
ま
で

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
松
島

あ
な
た
の
お
宝
大
募
集

　あ
な
た
の
と
っ
て
お
き
の
「
お
宝
」
を
鑑

定
し
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。時
代
、
ジ
ャ
ン

ル
は
問
い
ま
せ
ん
。こ
れ
は
と
い
う
「
お
宝
」

を
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切
日

　２
月
20
日（
水
）

●
選
考
方
法

　テ
レ
ビ
東
京
の
番
組
ス
タ

ッ
フ
が
応
募
書
類
を
詳
細
に
検
討
し
て

選
考
し
ま
す
。

※

選
考
の
途
中
経
過
に
関
し
ま
し
て
は
一

切
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

●
発
表

　採
用
の
可
能
性
が
あ
る
方
に
は

テ
レ
ビ
東
京
の
番
組
ス
タ
ッ
フ
か
ら
直

接
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

　全
戸
配
布
し
た
鑑
定
出
場
申

込
書
に
説
明
が
あ
る
と
お
り
、左
記
の
受

付
先
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
収
録
予
定
の
４
月
21
日
（
日
）
に
出
場
可

能
な
方
に
限
り
ま
す
。

※

古
物
売
買
免
許
の
あ
る
方
は
ご
遠
慮
い

た
だ
き
ま
す
。

■
観
覧
募
集
！（
観
覧
無
料
）

●
開
催
日

　４
月
21
日（
日
）正
午
開
場
、午

後
１
時
開
演

●
と
こ
ろ

　ア
ト
レ
・
る
Ｈ
ａ
ｌ
ｌ（
松
島

町
文
化
観
光
交
流
館
）

●
応
募
方
法

　全
戸
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切
日

　３
月
20
日（
水
）

　申
込
書
、
チ
ラ
シ
は
松
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
受
付
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
松
島
町
産
業

観
光
課
「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
松

島
」お
宝
係
ま
で
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平
成
31
年
度
七
ヶ
浜
町
非
常
勤
及

び
臨
時
職
員
募
集

　七
ヶ
浜
町
で
は
、
以
下
の
職
種
で
非
常
勤

及
び
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

　２
月
１
日
（
金
）
よ
り
募
集
要
項
及
び

申
込
書
を
役
場
受
付
で
配
布
し
ま
す
。申

込
期
間
は
、
２
月
20
日
（
水
）
ま
で
（
郵
送

で
の
申
込
は
２
月
20
日
（
水
）
午
後
５
時

必
着
）で
す
。

　採
用
申
込
書
に
記
入
し
、写
真
貼
付
の

上
、総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土

日
祝
日
を
除
く
）

■
非
常
勤
職
員
（
雇
用
期
間:

平
成
31
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
）

●
職
種

　公
用
車
運
転
手

・
募
集
人
員

　３
名

・
要
資
格
等

　大
型
自
動
車
運
転
免
許

・
時
給

　１
，０
０
０
円

・
勤
務
時
間

　日
〜
土
曜
の
１
日
６
時
間

程
度（
原
則
週
29
時
間
以
内
）

・
勤
務
場
所

　総
務
課

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　総
務
課

●
職
種

　司
書

・
募
集
人
員

　１
名

・
要
資
格
等

　司
書

・
時
給

　９
４
０
円

・
勤
務
時
間

　週
29
時
間
以
内

・
勤
務
場
所

　中
央
公
民
館
図
書
セ
ン
タ
ー

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　中
央
公
民
館

●
職
種

　嘱
託
保
育
士

・
募
集
人
員

　２
名

・
要
資
格
等

　保
育
士

・
時
給

　１
，１
９
０
円

・
勤
務
時
間

　月
〜
土
曜
の
１
日
６
時
間
程

度（
週
29
時
間
以
内
）

・
勤
務
場
所

　遠
山
保
育
所

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　遠
山
保
育
所

●
職
種

　一
時
保
育
士

・
募
集
人
員

　若
干
名

・
要
資
格
等

　保
育
士

・
時
給

　１
，１
９
０
円

・
勤
務
時
間

　週
22
時
間
以
内

・
勤
務
場
所

　遠
山
保
育
所
内
一
時
保
育
室

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

●
職
種

　保
健
師

・
募
集
人
員

　１
名

・
要
資
格
等

　保
健
師

・
時
給

　１
，２
９
０
円

・
勤
務
時
間

　週
18
時
間
以
内

・
勤
務
場
所

　七
ヶ
浜
役
場
庁
舎
事
務
室
、

町
内
施
設
等

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　町
民
課

●
職
種

　放
課
後
児
童
支
援
員

・
募
集
人
員

　若
干
名

・
要
資
格
等

　放
課
後
児
童
支
援
員
、
保
育

士
、
幼
稚
園
教
諭
、
学
校
教
諭
又
は
児
童

厚
生
員

・
時
給

　１
，０
６
０
円

・
勤
務
時
間

　週
29
時
間
以
内

・
勤
務
場
所

　留
守
家
庭
児
童
保
育
館

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

●
職
種

　資
料
館
業
務
補
助
員

・
募
集
人
員

　１
名

・
要
資
格
等

　な
し

・
時
給

　８
４
０
円

・
勤
務
時
間

　週
24
時
間
以
内

・
勤
務
場
所

　歴
史
資
料
館

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　歴
史
資
料
館

●
職
種

　介
護
認
定
調
査
員

・
募
集
人
員

　１
名

・
要
資
格
等

　看
護
師
、
準
看
護
師
又
は
介

護
支
援
専
門
員
及
び
普
通
自
動
車
運
転

免
許

・
時
給

　１
，１
９
０
円

・
勤
務
時
間

　週
18
時
間
以
内

・
勤
務
場
所

　健
康
増
進
課

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　健
康
増
進
課

■
臨
時
職
員
（
雇
用
期
間:

平
成
31
年
４
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
）

●
職
種

　事
務
補
助
員（
建
設
課
）

・
募
集
人
員

　１
名

・
要
資
格
等

　普
通
自
動
車
運
転
免
許

・
時
給

　８
４
０
円

・
勤
務
時
間

　週
38
時
間
45
分
以
内

・
勤
務
場
所

　建
設
課
及
び
町
内

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　建
設
課

●
職
種

　臨
時
保
育
士

・
募
集
人
員

　５
名

・
要
資
格
等

　保
育
士

・
時
給

　１
，１
９
０
円

・
勤
務
時
間

　週
38
時
間
45
分
以
内

・
勤
務
場
所

　遠
山
保
育
所

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　遠
山
保
育
所

●
職
種

　特
別
支
援
教
育
支
援
員

・
募
集
人
員

　５
名

・
要
資
格
等

　な
し

・
時
給

　８
４
０
円

・
勤
務
時
間

　週
37
時
間
30
分
以
内

・
勤
務
場
所

　町
内
小
学
校

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　教
育
総
務
課

●
職
種

　発
掘
調
査
作
業
員

・
募
集
人
員

　１
名

・
要
資
格
等

　な
し

・
時
給

　８
４
０
円

・
勤
務
時
間

　１
日
７
時
間
週
35
時
間
以
内

・
勤
務
場
所

　歴
史
資
料
館
及
び
町
内
の
発

掘
調
査
現
場

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　歴
史
資
料
館

●
職
種

　事
務
補
助
員（
産
業
課
）

・
募
集
人
員

　１
名

・
要
資
格
等

　普
通
自
動
車
免
許

・
時
給

　８
４
０
円

・
勤
務
時
間

　週
38
時
間
45
分
以
内

・
勤
務
場
所

　七
ヶ
浜
町
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　産
業
課

■
臨
時
職
員(

登
録)

（
雇
用
期
間:

平
成
31

年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
）

●
職
種

　看
護
師
・
准
看
護
師

・
募
集
人
員

　適
宜

・
要
資
格
等

　看
護
師
・
准
看
護
師

・
時
給

　１
，１
９
０
円

・
勤
務
時
間

　指
定
す
る
事
業
時
間

・
勤
務
場
所

　健
康
増
進
課

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　健
康
増
進
課

●
職
種

　栄
養
士

・
募
集
人
員

　適
宜

・
要
資
格
等

　栄
養
士

・
時
給

　１
，１
９
０
円

・
勤
務
時
間

　指
定
す
る
事
業
時
間



●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　
　

 

　60
名

●
七
ヶ
浜
町
外
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　
　

 
　34
名

●
七
ヶ
浜
町
民
の
行
方
不
明
者
（
死
亡
届

提
出
者
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　

  

２
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
外
の
方

　
　
　
　
　

 

　12
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
現

在
、身
元
不
明
の
方

　
　
　
　
　

  

２
名

●
東
日
本
大
震
災
関
連
で
亡
く
な
ら
れ

た
、七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　

  

３
名

計

　１
１
３
名

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、防
災
対
策
室
ま
で

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
情
報

（
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
）

裁
判
員
制
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
募
集

●
募
集
期
間

　３
月
11
日（
月
）ま
で

●
募
集
対
象

　宮
城
県
在
住
者
（
宮
城
県
内

に
通
勤
、通
学
し
て
い
る
者
を
含
む
。）

●
応
募
方
法

　応
募
用
紙
に
記
入
し
、
裁
判

所
庁
舎
内
に
備
え
置
く
回
収
箱
に
投
函

又
は
郵
送
す
る
。

●
入
賞
作
品
の
選
考

　最
優
秀
賞
（
仙
台
地

方
裁
判
所
長
賞
）、
優
秀
賞
な
ど
複
数
の

賞
を
設
け
、
最
優
秀
賞
の
作
品
を
仙
台
地

裁
の
新
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
採
用
す

る
。

●
入
賞
作
品
の
発
表

　平
成
31
年
４
月
中
旬

に
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
及
び

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
り
発
表
す
る
。

●
表
彰

　５
月
21
日（
火
）に
憲
法
週
間
記
念

行
事
に
合
わ
せ
て
表
彰
式
を
行
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
地
方
裁
判
所
総

務
課
ま
で
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

測定施設

亦楽小学校

松ヶ浜小学校

汐見小学校

七ヶ浜中学校

向洋中学校

遠山保育所

和光幼稚園

遠山幼稚園

汐見台幼稚園

第二柏幼稚園

測定時刻

午後1時17分

午後2時00分

午後3時10分

午後1時25分

午後2時19分

午後2時45分

午後1時45分

午後2時30分

午後3時00分

午後3時40分

測定場所

校　庭

校　庭

校　庭

校　庭

校　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

園　庭

高さ1ｍ

0.04

0.03

0.05

0.04

0.04

0.04

0.05

0.05

0.06

0.05

高さ0.5ｍ

0.05

0.03

0.05

0.04

0.04

0.03

0.05

0.05

0.05

0.05

空
間
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
状
況

(1)
役
場
駐
車
場

※
平
成
23
年
６
月
30
日
か
ら
平
成
31
年
１
月

８
日
現
在
ま
で
、計
１
，６
８
４
回
測
定
。

(2)
町
立
小
中
学
校
・
保
育
所
・
私
立
幼
稚

　園（
校
庭
・
園
庭
）

●
測
定
月
日

　１
月
８
日（
火
）

●
天
候

　晴
れ

※
平
成
23
年
６
月
30
日
か
ら
平
成
31
年
１

月
８
日
現
在
ま
で
、計
５
１
９
回
測
定
。

※
除
染
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
毎
時
０
．２

３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
ま
す
。

測定月日

天　　候

測定時間

測定結果

地上1ｍ

測定結果

地上0.5ｍ

１月８日

晴れ

午後

　1時00分

0.04

0.04

※
最
新
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
町
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、環
境
生
活
課
ま
で

七
ヶ
浜
町
に
お
け
る
放
射
線
量
等
の
調
査
状
況

お問い合わせは、環境生活課まで
☎357-7454

　 食品の放射能測定器を
　 設置しています。

●対象者　七ヶ浜町民

●測定品目　自家消費するため
に栽培・採取したものに限り
ます。（家庭菜園も可）なお、販
売品や販売目的のものは対象
外です。

●測定の予約　予約制で、環境
生活課に直接、または電話に
て申し込み下さい。１回の申
し込みにつき、１品目の測定
になります。予約の測定が終
了次第、次の予約を受付けま
す。

●測定料金　無料
※町が無料で実施する測定は簡易

測定のため、あくまでも「参考値」

です。

※測定結果はすべて公表させてい

ただきます。（個人情報は除く）

※持ち込みの際は、材料は１センチ

程度に細かく刻んで５００ｇ以

上で多めに準備下さい。

・
勤
務
場
所

　健
康
増
進
課
又
は
町
民
課

　

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

　健
康
増
進
課

　町
民
課

●
職
種

　歯
科
衛
生
士

・
募
集
人
員

　適
宜

・
要
資
格
等

　歯
科
衛
生
士

・
時
給

　１
，１
９
０
円

・
勤
務
時
間

　指
定
す
る
事
業
時
間

・
勤
務
場
所

　健
康
増
進
課

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　健
康
増
進
課

●
職
種

　事
務
補
助
員

・
募
集
人
員

　適
宜

・
要
資
格
等

　な
し

・
時
給

　８
４
０
円

・
勤
務
時
間

　指
定
す
る
事
業
時
間

・
勤
務
場
所

　七
ヶ
浜
町
役
場
の
指
定
す

る
課

・
お
問
い
合
わ
せ
先

　総
務
課

■
面
接
日
程

　平
成
31
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の
指
定
す
る
日
時

　
　臨
時
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員(

登
録)

の
職
種
に
つ
い
て

は
、
面
接
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
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必
要
に

応
じ
て
任
用
し
ま
す
。)

※

詳
細
は
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
又
は
募
集
要

項
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
ま
で
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受付／午前9時～午後3時

塩釜市藤倉2-3-11
多賀城市伝上山2-31-45
多賀城市下馬3-21-18
七ヶ浜町湊浜字入生田90-4
利府町利府字新屋田前22　イオン利府2F
利府町加瀬字野中沢125-1
多賀城市町前3-1-17
利府町菅谷台3-7-1
塩釜市宮町1-9
塩釜市佐浦町13-22

引地歯科医院
藤原歯科
サンフィッシュ・ミウラ歯科
うじいえ歯科医院
あいざわ歯科クリニック
あべ歯科医院・丘の上の歯科医院
はぎわら歯科医院
すがや台歯科医院
目黒歯科医院
熊谷歯科口腔外科クリニック

2/3
10
11
17
24
3/3
10
17
21
24

367-1774
366-4481
366-6060
357-1727
767-5650
356-1033
366-6400
767-6480
362-0633
366-4712

開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　午前10時～正午

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食
◆バス時刻表(休館日を除く火～金に送迎を行います)

町の面積　　  13.19km2 (H26.10.1国土地理院より)

町木　 クロマツ　　　　 町花　 ハマギク

姉妹都市　アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

友好の町　　　　　　　　　　 山形県朝日町

パートナーシティ　　　　　　 神奈川県鎌倉市

１月１日現在の人口（前月比）

世帯数　     6,668（ 4 ） 　   転入   56

　男   　     9,366（ 4 ） 　   転出   35

　女   　     9,468（ 5 ） 　   出生   11

　計   　   18,834（ 9 ） 　   死亡   23

※外国人含む

立花地区高台住宅団地入口
公園墓地蓮沼苑入口
東宮浜公民分館前
要害バス停
新仙台湾鈴木診療所前
遠山地区避難所前
向洋中学校入口
汐見台3丁目バス停
汐見台5丁目Ｔ字路前

9:29
9:31
9:34
9:36
9:41
9:44
9:46
9:48
9:51

9:24
9:29
9:32
9:37
9:42
9:45
9:48
9:51
9:55

汐見台南2丁目ロータリー
湊浜2丁目バス停
西原地区高台住宅団地入口
ＪＡ七ヶ浜農協前
笹山地区高台住宅団地入口
花渕浜割山
花渕バス停
吉田浜消防ポンプ車置き場前
吉田浜公民分館入り口前

水曜日・金曜日火曜日・木曜日

お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　☎357-4976

　住宅用火災警報器は、消防法で設
置が義務付けられています。
　実際に火災が起きた時に備え、設
置・点検をお願いします。

お問い合わせは、七ヶ浜消防署まで　☎357-4349

七ヶ浜消防署からのお知らせ

　飼えなくなった犬や
猫の引き取りの相談を
塩釜保健所で行ってい
ます。相談については、
塩釜保健所までお問い
合わせください。

新鮮な旬の食材を取り揃え、
楽しいイベントと特設コーナーを設置し開催いたします。

お問い合わせは、七の市実行委員会まで  
☎ 070-5099-7337

●と　き：２月24日（日）　8時～ 12時

●ところ：花渕浜多目的広場

「七の市」を花渕浜多目的広場で開催します

美味しい七ヶ浜の味覚を
この機会に！
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健康カレンダー
※お子さんの健康診査・健康相談・予防接種を

　　　　　　　　　　受ける際には、必ず母子健康手帳をご持参下さ
　　　　　　　　　　い。

とき 行事名 ところ 受付時間 対象・内容

2/12
母子健康
手帳交付

母子健康
センター

9:30 ～
10:30

病院から妊娠届出書を発行されて
いる方はお持ち下さい。当日ご都
合の悪い方はご連絡下さい。

13
2 歳 6 か月児
歯科健康診査

〃
9:15 ～
9:30

H28.7月～8月生まれのお子さん

21
1 歳 6 か月児
健診

〃
12:15～
12:30

H29.6.21～ 8.21 生まれのお子さん

26

母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

病院から妊娠届出書を発行され
ている方はお持ち下さい。当日
ご都合の悪い方はご連絡下さい。

すこやか
健康相談
(マタニティ～キッズ )

〃
10:30～
11:30

母子健康手帳をお持ちください。

3/8
BCG

予防接種
〃

14:00～
14:15

H30.8.25 ～10.8 生まれのお子さん

12
母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

病院から妊娠届出書を発行されて
いる方はお持ち下さい。当日ご都
合の悪い方はご連絡下さい。
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お問い合わせは、七ヶ浜国際村まで　☎357-5931

　七ヶ浜国際村では、まちの宝石箱『FROM
　BLUE』にて、小区画のスペース貸出しを
行っています。
　あなたの手作り作品などの展示や販売
をしてみませんか。
　趣味で作った小物の販売や展示をした
い方、自分だけの小さいお店を持って楽し
みたい方、お店や商品の広告スペースにも
ご利用いただけます。
　出展場所は希望場所確認のうえ抽選で
決定します。ご希望に添えない場合もあり
ますのでご了承ください。

あなただけの《小さなお店》

まちの宝石箱『FROM  BLUE』レンタルスペースの出展者募集！

　下記の日程で抽選会を行いますので、出展ご希望の方は必ず
抽選会参加の申し込みをお願いします。
●と　　き　３月16日（土）
　　　　　　午後２時から
●と こ ろ　七ヶ浜国際村セミナー室1
●申込締切　３月９日（土）

＜主な貸出内容＞
・１スペースにつき１ヶ月　2,000円（一部スペース4,000円）
・１スペースの広さは概ね横75cm×奥行35cm×高さ35cm
を基本としますが、区画により形状や大きさは異なります。

・その他の詳細や応募方法等は国際村へお問合せ下さい。

第 23回七ヶ浜町生涯学習フェスティバル
開催のお知らせ

　見つけてみませんか？新しい自分！生涯学習センターで活躍するサークル・講座の皆さんが日々の成果
を発表します。この機会に、すばらしい展示作品や、練習を重ねてきた舞台やダンスを是非ご覧ください。 
　興味のある方は一緒に活動してみませんか？きっと新しい自分が見つかるはずです。

●と　き　３月２日（土）午前 10時～午後３時
　　　　　３月３日（日）午前 10時～午後３時
●ところ　生涯学習センター

●と　き　３月３日（日）午前 10時 30分～午後３時
●ところ　生涯学習センター『大会議室』

【内容】カラオケ、コーラス、太極拳、フラダンス、
　　　　レクダンス、朗読 など

お問い合わせは、生涯学習課まで　☎357-3302

■展示発表の部■

■ダンス発表の部■

■舞台発表の部■

■特別コーナー■

力の入った舞台は、毎年大
盛況です。プロ顔負けの演
技は必見です。どなたでも
ご覧になれますので、お気
軽にご来場ください。

【内容】手編み、園芸、プリザーブドフラワー、パッ
チワーク、押し花、陶芸、ちぎり絵、盆栽、洋服リメー
ク、ステンドグラス、パソコンなど
【特別コーナー】
茶席［２日］、軽食販売［２・３日］、献血［３日］、
和菓子［３日］、リサイクル本・雑誌の無料配布［２・
３日］
【体験コーナー】
麻雀体験、手編み［２・３日］
縄文缶バッジ［２日］・消しゴムハンコ［３日］（有料）

　ワルツやタンゴをはじめ、様々なダンスを予定
しております。初心者の方のご来場も大歓迎。
●と　き　３月２日 ( 土 ) 午後１時～３時
●ところ　生涯学習センター『第４研修室』

キッズコーナー（会場：屋内運動場）（セガサミー
グループ）[２日 ]
七ヶ浜町健康展 [３日 ]（町健康増進課）
七ヶ浜・グローカル PROJECT「地域学校協働活動」
の活動報告会及びボランティアへの感謝状贈呈式
［２日午前９時～ 10時　大会議室］
きずなハウスフェスティバル同時開催 [２日 ]

＊お問い合わせは、環境生活課まで　☎357-7454

■しちがはま環境フェスタ同時開催

※しちがはま環境フェスタはストップ温暖化センターみやぎと
　(財) 宮城県環境事業公社の協賛で行っています。

　地球温暖化防止、環境保全の啓発
を目的とした「しちがはま環境フェ
スタ」を開催します。しちがはま環
境大賞応募作品の展示、電気自動車
の展示、エコグッズ絵付け体験、環
境クイズラリー、環境教育講演会等
を実施します。

●と　き　３月２日（土）　午前９時～（環境大賞表彰式後に開催）
●ところ　生涯学習センター　２階　第４研修室　　
●講　師　宮城県地球温暖化防止活動推進員　門間　智史 氏
　環境問題について学び、身近な温暖化対策を考える内容です。

■身近な温暖化対策の講演会

展示関係：３月３日（日）午前10時～午後3時


